
年末年始の大雪に対する主な取組み 

項目 主な取組み内容 

事前の広報 ○関係機関と連携した事前広報の実施 

・国土交通省、気象庁等と連携した緊急発表（一部合同緊急記者会見）を実施 

（第一報：12/28(月)発表、第二報：北陸地域 12/31(木)発表） 

・「大雪に対する緊急発表」や「大雪警報の可能性」に基づき、記者発表、会社公式

WEB サイト等で、不要不急の外出の自粛、冬タイヤ装着やチェーン携行等のお

願いの広報を実施 

 （12/25(金)～注意喚起、12/28(月)～出控えのお願い） 

・「雪道走行に対する注意喚起」CM 等を活用し呼び掛け 

○高速道路の通行止め予測の公表 

・降雪見通しを踏まえ通行止め実施の可能性がある区間を公表 

（12/29（火）18 時～1/3（日）12 時 6 時間毎に更新） 

事前の準備等 ○立ち往生車両の発生抑制 

・急勾配箇所の近傍等（１７５カ所）にトラクターショベル、レッカー車両等の救出用

車両を事前配備 

○応援体制の早期構築 

・大雪予測を踏まえ、社内、他高速道路会社、各地方整備局等からの除雪機械（７

台）等の応援体制を構築 

○滞留車両の状況把握体制を強化 

・通常の道路状況監視（CCTV、雪氷巡回など）に加えパトロールを強化 

・滞留車両確認用ドローン（５９台）の事前配備 

○滞留の長時間化対応 

・救援物資の備蓄強化 

・滞留車両支援人員確保のための２４時間体制で支援準備、連絡体制構築 

○冬タイヤ・チェーン装着指導 

・SA、PA 等において冬タイヤやチェーン装着のお願いを実施（１０６カ所） 

予防的な通行規制・

集中除雪 

○集中除雪のための通行止めを実施 

・現場従事者の情報も含め降雪状況・路面状況を確認し、並行道路管理者と情報

共有・調整のうえ、タイミングを逃さず予防的通行止めにより集中的な除雪作業を

実施（１７区間）し、交通への影響を最小化 

関係機関との連携 ○関係機関との情報共有体制強化 

・並行一般道路の道路管理者等とリエゾン派遣を実施（４機関）するなど、降雪や

交通の状況を相互に共有し、円滑に予防的通行止めや応援調整を実施 

道路利用者への 

情報提供 

○様々なツールによる情報提供 

・記者発表、会社公式 WEB サイト、物流事業者・荷主企業等への情報サイトでお

知らせ、会社公式 twitter、休憩施設デジタルサイネージを活用し、出控え、通行

止め予測、通行止め実施状況や解除見通し等の情報提供を実施 

○広域迂回情報提供 

・予防的通行止め実施時に広域情報板、会社公式 WEB サイトや会社公式 Twitter

を活用し広域迂回の情報提供を実施 
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○事前の広報

通行止め予測のHP広報
NEXCO西日本管内

（12月29日12時時点）

「緊急合同記者会見（12月29日）」
（高松地方気象台、四国地方整備局、四国運輸
局、NEXCO西日本、本四高速道路の合同実施）

テレビCM、新聞広告による広報
（NEXCO西日本）

関係機関と連携した広報
12月28日 発表資料

四国地方整備局合同記者会見 NEXCO社員による説明

冬用タイヤ・チェーン装着指導状況
北陸自動車道 南条SA

立往生発生時の救出用車両
（レッカー車両）の事前配備状況

大分自動車道 湯布院IC

○事前の準備等

立往生発生時の救出用車両（トラクター
ショベル）の事前配備状況

北陸自動車道 木之本IC～敦賀JCT
高窪トンネル付近
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北陸自動車道 木之本IC～敦賀JCT
本線除雪状況

（令和２年１２月３１日１３時２０分）

○予防的通行規制・集中除雪

予防的通行止めの実施
12月31日21時10分に発表（NEXCO東日本）

秋田自動車道 湯田IC～横手IC
路肩拡幅除雪状況

（令和３年１月１日１４時４５分）

NEXCO西日本からNEXCO中日本への
雪氷車両応援状況

○関係機関との連携

情報連絡本部の設置
（福井河川国道事務所）

○道路利用者への情報提供

高速道路影響サイト
（スマートフォンよ
りNEXCO３社の情報

を発信）

Twitterによる広報を実施
不要不急の外出自粛の呼びかけ

（NEXCO中日本）

デジタルサイネージによる
情報提供

（NEXCO中日本）

情報板による広域迂回の
情報提供

（新東名高速道路 岡崎東IC
～豊田東JCT）
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